
実際の工場で見学ができる製薬工場がありますよ。実際に訪れてみて、働く人の様子や、つくる工程を
見てみましょう。インターネットで調べたり、工場に問い合わせてみては？

薬はどのようにして作られるの？

昔はどのようにして薬はどのようにして薬を作ったの？
「○○丸」とか「××散」とかは昔からの薬の名前に多いけど、それってどうやって作ったのかしら？ 
内藤記念くすり博物館には、薬を作る際に使われた道具がたくさん展示してあります。その他の
博物館でも、道具類を所蔵している民族や歴史の博物館があるので、見学してみてね。本物の道具を
見て、その使い方も調べてみましょう。また、道具だけでなくて、どんな原料をどんな形で使った
かも一緒に調べてみるとおもしろいわよ。

薬はどのようにして私たちの手元に届くか
「タマでもわかる薬のはなし」でわかりやすく知ることができると思うわ。その
ほか、もし身近に、病院や薬屋さんや製薬会社や薬の問屋さんなど、薬と関係の
ある場所で働いている人がいたら、インタビューしてみるのもいい方法かもしれ
ませんね。

薬がどんなふうに作られて、どうやって
私たちのところまで届くか、知ってる？
私はくすり博物館に来て、工場見学したり
研究所の人にお話を聞くまで、ぜんぜん
知らなかったわ。

参考図書：「丸める・煎じる むかしの製薬道具」　内藤記念くすり博物館の図録です。
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